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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体操作部に挿入部を連結し、またこの本体操作部にユニバーサルコードを接続した内視
鏡に装着される流体供給用の管路構造において、
前記挿入部の先端硬質部に開口し、この挿入部から前記本体操作部に延在される第１の管
路と、
前記本体操作部に設けられ、流体注入アダプタが着脱可能に接続される前記第１の管路へ
の接続口と、
前記ユニバーサルコード内に設けられ、前記本体操作部において前記第１の管路に接続さ
れる第２の管路と、
前記接続口から前記第１の管路に流体を供給する際には、前記第２の管路に流体が流れる
のを阻止し、前記接続口を閉鎖したときには、この第２の管路から前記第１の管路に流体
の供給が可能になるように流路を選択する供給路選択手段とを備える構成としたことを特
徴とする内視鏡の管路構造。
【請求項２】
前記供給路選択手段は、前記本体操作部に設けた口金と、この口金の本体操作部内側の先
端に開口し、前記第１の管路が接続された第１の接続部と、前記口金の側部に開口し、前
記第２の管路が接続された第２の接続部とからなり、前記口金内に前記流体注入アダプタ
が接続されると、前記第２の接続部の開口部が閉鎖され、前記口金の先端開口部に栓部材
が装着されると、前記第１，第２の接続部が連通するように構成したことを特徴とする請
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求項１記載の内視鏡の管路構造。
【請求項３】
前記第２の管路は前記第１の管路の途中位置に合流するものであり、前記供給路選択手段
は、この第２の管路の合流位置に第１の管路側から第２の管路側に流体が流れないように
設けられた逆流防止弁により構成したことを特徴とする請求項１記載の内視鏡の管路構造
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、医療用等として用いられる内視鏡に設けられ、体腔内に開口する流体の給排用
等として用いられる管路に関するものであり、特に内視鏡の本体操作部に着脱可能に接続
される流体源からと、ユニバーサルコードに接続した流体源からと選択的に流体を供給で
きるようにした管路構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
内視鏡は、術者等が把持して操作を行う本体操作部と、この本体操作部に連結して設けら
れ、体腔内等に挿入される挿入部と、本体操作部から引き出され、少なくとも光源装置に
着脱可能に接続されるユニバーサルコードとから大略構成されるものである。この内視鏡
には複数のチャンネルが設けられている。
【０００３】
これら複数のチャンネルとして、まず処置具挿通チャンネルがある。この処置具挿通チャ
ンネルは、鉗子その他の処置具を挿通するためのものであって、挿入部の先端に開口して
いる。また、体液等の吸引用のチャンネルがあり、この吸引チャンネルは、通常は、処置
具挿通チャンネルに接続して設けられ、この吸引チャンネルの他端には負圧ポンプを含む
吸引装置が接続される。吸引チャンネルは本体操作部に設けた吸引バルブに接続されてお
り、吸引操作は吸引バルブにより行われる。
【０００４】
挿入部の先端に設けた観察窓を洗浄するために、洗浄用流体の供給チャンネルが設けられ
る。ここで、洗浄用流体としては、洗浄液（通常は洗浄水）と加圧エアとからなり、観察
窓が汚損されたときには、洗浄液を観察窓に噴射して、汚損物を洗い流し、次いで加圧エ
アを供給して、観察窓に付着する液滴を除去する。従って、内視鏡には送液チャンネルと
送気チャンネルとが設けられ、これら送液チャンネル及び送気チャンネルに洗浄液や加圧
エアを供給する際には、本体操作部に設けた送気送水バルブを操作する。なお、送液チャ
ンネル及び送気チャンネルは挿入部の先端近傍で合流して、観察窓に向けたノズルに接続
される。送気送水バルブを送液状態となるように操作して、まずノズルから観察窓に向け
て洗浄液を供給し、次いでノズルから加圧エアを噴射する状態に送気送水バルブを切り換
えるようにする。これによって、観察窓が汚損されたときに、いちいち挿入部を体腔外に
取り出さなくても、この観察窓の洗浄を行える。
【０００５】
さらに、内視鏡には、前述した観察窓洗浄用以外にも、例えば体腔内壁に高圧水を噴射さ
せて、体腔内壁における付着物を除去したり、色素剤を散布したり、体内の洗浄や灌流を
行ったりする等のために、ジェット噴射用チャンネルが組み込まれたものもある。このジ
ェット噴射用チャンネルは、挿入部の先端に噴射口を開口させて設けて、この噴射口から
洗浄水，薬液等の流体を噴射させるものである。
【０００６】
ここで、ジェット噴射用チャンネルの噴射口から大量の流体を供給する場合には、流体タ
ンクからポンプで流体を圧送する方が有利である。そこで、このチャンネルの他端を流体
タンク及びポンプに接続するように構成する。そして、本体操作部からユニバーサルコー
ドが延在されていることから、このチャンネルをユニバーサルコード内に挿通させるよう
にする方が、本体操作部の操作性等の観点から望ましい。
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【０００７】
このように、ユニバーサルコードから本体操作部を経て挿入部の先端にまでジェット噴射
用チャンネルを設けるように構成し、しかも本体操作部にシリンジ等からなる流体圧送手
段をこのジェット噴射用チャンネルに接続して、ジェット噴射を行う際に、シリンジから
の流体で増圧して体内に供給するように構成したものは、従来から知られている（例えば
、特許文献１参照。）。
【０００８】
【特許文献１】
特開平１１－３２９８８号公報（第４頁、図１）
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、ジェット噴射用チャンネルを使用する目的としては、洗浄水等を大量に供給す
る場合だけでなく、色素剤等を少量ではあるが、高い圧力で供給する場合等がある。この
ように、高圧流体を少量供給する場合には、シリンジ等を用いて本体操作部側から術者の
操作によって流体を圧送させるようにするのが望ましい。しかしながら、前述した従来技
術の構成では、本体操作部に装着されるシリンジ等の流体圧送手段はユニバーサルコード
側のチャンネルから供給される流体を増圧するためのものであり、あくまでも補助的なも
ので、本体操作部から独立して流体の供給を行うものではない。従って、例えば高圧で少
量の薬液等を体内に供給する操作は別の手段によらなければならず、また術者の判断で必
要な量の流体を所望の圧力をもって供給するというような操作を行うのには適さないこと
もある。
【００１０】
本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、内視鏡の本
体操作部に着脱可能に接続される流体源からと、ユニバーサルコードに接続した流体源か
らと選択的に流体を供給できるようにすることにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
前述した目的を達成するために、本発明は、本体操作部に挿入部を連結し、またこの本体
操作部にユニバーサルコードを接続した内視鏡に装着される流体供給用の管路構造であっ
て、前記挿入部の先端硬質部に開口し、この挿入部から前記本体操作部に延在される第１
の管路と、前記本体操作部に設けられ、流体注入アダプタが着脱可能に接続される前記第
１の管路への接続口と、前記ユニバーサルコード内に設けられ、前記本体操作部において
前記第１の管路に接続される第２の管路と、前記接続口から前記第１の管路に流体を供給
する際には、前記第２の管路に流体が流れるのを阻止し、前記接続口を閉鎖したときには
、この第２の管路から前記第１の管路に流体の供給が可能になるように流路を選択する供
給路選択手段とから構成したことをその特徴とするものである。
【００１２】
要するに、内視鏡に設けられる流体の供給経路として、本体操作部に設けた接続口から供
給する経路と、ユニバーサルコード側から供給する経路との２つの経路を設けている。前
者が第１の管路であり、後者が第２の管路である。接続口を介して流体を供給する際には
、供給された流体は第２の管路側には流れない。また、第２の管路側から流体を供給する
際には、接続口から流体が溢出することはない。供給路選択手段は以上の動作を可能にす
るためのものである。
【００１３】
従って、供給路選択手段の構成としては、本体操作部に設けた口金と、この口金の本体操
作部内側の先端に開口し、第１の管路が接続された第１の接続部と、口金の側部に開口し
、第２の管路が接続された第２の接続部とから構成することができる。そして、流体注入
アダプタを口金に接続すると、第２の接続部の開口部がこの流体注入アダプタで閉鎖する
ようになし、また口金の開口端部に栓部材を装着すると、第１，第２の管路が連通し、か
つ口金から流体が溢出するのを防止する。
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【００１４】
また、本体操作部内において、第２の管路を第１の管路の途中位置に合流させるようにな
し、この第２の管路の合流位置に第１の管路側から第２の管路側に流体が流れないように
した逆流防止弁を装着する構成としても良い。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。まず、図１に内視鏡の構成
を模式的に示す。同図において、１は挿入部、２は本体操作部、３はユニバーサルコード
である。挿入部１の先端には、周知のように、照明部，観察部，処置具導出口，観察部洗
浄ノズル等が設けられる。この内視鏡はジェット噴射機構を備えている。
【００１６】
ジェット噴射機構は、挿入部１から本体操作部２にかけて設けられ、挿入部１において、
照明部や観察部等を設けた先端部にジェット噴射口４ａとして開口する第１の管路４と、
ユニバーサルコード３内から本体操作部２にまで延在させた第２の管路５とから構成され
る。また、第２の管路５はユニバーサルコード３におけるコネクタ部３ａから引き出され
て、流体供給タンクとポンプとからなる流体供給装置６に接続されている。そして、本体
操作部２には、供給路選択手段７が設けられている。この供給路選択手段７によって、本
体操作部２から第１の管路４に向けて所定の流体を供給する経路と、流体供給装置６から
第２の管路５及び第１の管路４を経て所定の流体を供給する経路とを選択できるようにな
っている。
【００１７】
そこで、図２及び図３に供給路選択手段７の構成を示す。これらの図において、１０は口
金を示し、この口金１０は本体操作部２の基端部、つまり挿入部１が連結されている部位
とは反対側の位置において、本体操作部２におけるケーシング１１にナット１２により固
定されている。口金１０は、本体操作部２の内部に位置する部位において、その先端部に
はチューブからなる第１の管路４が接続される第１の接続部１３と、側面部には同様チュ
ーブからなる第２の管路５が接続される第２の接続部１４とが設けられている。そして、
これら第１，第２の接続部１３，１４は共に受け部１５に開口している。受け部１５は本
体操作部２の外部に向けて開口しており、この受け部１５の開口端部には流体注入アダプ
タ２０または栓部材３０が着脱可能に接続できるようになっている。
【００１８】
第１の接続部１３は受け部１５の先端部に開口しており、また第２の接続部１４は受け部
１５の側面部に開口している。ここで、受け部１５の形状としては、先端側が縮径部１５
ａとなり、第１の接続部１３はこの縮径部１５ａの先端に連なっている。また、縮径部１
５ａの基端側は緩い傾斜角をもったテーパ状、つまりルアーテーパ部１５ｂが形成されて
おり、第２の接続部１４はこのルアーテーパ部１５ｂに接続されている。
【００１９】
口金１０の受け部１５に着脱可能に装着される流体注入アダプタ２０は、図２に示した構
成となっている。即ち、先端側の外周面が受け部１５のルアーテーパ部１５ｂと一致する
テーパ角をもった先端側テーパ部２１と、接続部２２とから構成され、先端側テーパ部２
１は受け部１５におけるルアーテーパ部１５ｂの第２の接続部１４が開口する位置より先
端側まで挿入される。一方、接続部２２は、例えばシリンジ等の流体供給手段が接続され
るようになっており、このために内面がルアーロックテーパ面部２２ａとなり、先端部に
はフランジ部２２ｂとなっている。また、先端側テーパ部２１には流体供給通路２３が形
成されており、シリンジ等の流体供給手段が接続されると、この流体供給通路２３から第
１の接続部１３に接続した第１の管路４に流体を圧送できるようになっている。
【００２０】
流体注入アダプタ２０を口金１０に接続したときに、この流体注入アダプタ２０を安定的
に保持すると共に、ルアーテーパ部１５ｂに開口する第２の接続部１４を密閉状態に保持
するために、ケーシング１１の外部において、口金１０の外周面にはねじ部１０ａが形成
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されている。一方、流体注入アダプタ２０には、その先端側テーパ部２１から接続部２２
への移行部にストッパリング２４がねじ止めされて、接着剤等により固着されている。そ
して、このストッパリング２４とフランジ部２２ｂとの間には、口金１０のねじ部１０ａ
に螺合されるねじリング１６が装着されており、このねじリング１６は、内向きに形成し
たストッパ部１６ａによって、流体注入アダプタ２０から脱落しないように保持されてい
る。
【００２１】
従って、流体注入アダプタ２０は、その先端側テーパ部２１を口金１０の受け部１５に形
成したルアーテーパ部１５ｂ内に挿入して、ねじリング１６を締め付けることによって、
このねじリング１６のストッパ部１６ａがストッパリング２４の先端部を押動して、流体
注入アダプタ２０は、その先端側テーパ部２１が口金１０の受け部１５におけるルアーテ
ーパ部１５ｂに密着するように押し込まれるようになる。これによって、流体注入アダプ
タ２０は口金１０に固定され、かつ第２の接続部１４の開口部を密閉するようになる。そ
して、流体注入アダプタ２０を口金１０に装着した状態であっても、この流体注入アダプ
タ２０に流体供給手段を接続しない場合には、その接続部２２に蓋部材２５が装着される
ことになる。
【００２２】
前述した流体注入アダプタ２０に代えて、口金１０に装着される栓部材３０は、図３に示
したように、ゴム等の弾性部材から構成され、口金１０の受け部１５内に所定量挿入され
る栓本体３１と、この栓本体３１の外側に形成した円筒状の止着部３２とからなるもので
ある。従って、この栓部材３０が口金１０に装着されると、口金１０の受け部１５の開口
端が閉塞される。そして、栓本体３１は受け部１５におけるルアーテーパ部１５ｂの内部
において、第２の接続部１４には至らない位置までしか進入しないようになっている。こ
れによって、第２の接続部１４は第１の接続部１３と連通し、第２の管路５から供給され
る流体は第１の管路４から挿入部１の先端に開口するジェット噴射口４ａから噴射させる
ことができるようになる。
【００２３】
以上の構成において、シリンジ等、本体操作部２から流体を供給しない場合には、栓部材
３０を口金１０に装着しておく。これによって、流体供給装置６を作動させない限り、第
１，第２の管路４，５には流体が供給されることはない。そして、この状態で流体供給装
置６のポンプを作動させると、流体供給装置６から所望の流体が第２の管路５内に供給さ
れ、この流体は第２の接続部１４から口金１０の受け部１５内に流入し、さらに第１の接
続部１３から第１の管路４に供給されて、ジェット噴射口４ａから体腔内に流体、例えば
体腔内を洗浄する洗浄水等が供給され。この操作は、内視鏡を操作する術者だけでなく、
看護師等の補助者も術者の要求等に基づいて行うことができる。
【００２４】
一方、シリンジ等を流体供給源とする場合には、予め、または挿入部１を体腔内に挿入し
た後であっても、栓部材３０を口金１０から脱着して、流体注入アダプタ２０を口金１０
に接続する。この場合、実際に流体を供給する段階までは、この流体注入アダプタ２０の
接続部２２に蓋部材２５を装着して、この流体注入アダプタ２０の開口端を閉鎖しておく
。そして、体腔内に流体の供給を行う必要が生じたときには、流体注入アダプタ２０から
蓋部材２５を取り外して、流体注入アダプタ２０にシリンジ等を接続することによって、
術者自身が必要と判断したときに、必要な量だけ、所望の圧力をもって、例えば色素剤等
の流体を体腔内に注入することができる。
【００２５】
ところで、内視鏡の使用後には、これら第１，第２の管路４，５を洗浄しなければならな
い。この洗浄は、口金１０から流体注入アダプタ２０及び栓部材３０を取り外した状態で
行うようにする。第１，第２の管路４，５は口金１０に合流しているものの、それぞれ別
個の第１，第２の接続部１３，１４に接続されており、しかも前述した各管路４，５は分
岐したり他の管路と合流したりしていないので、ブラシを挿入することによって、容易に
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、しかも完全に洗浄することができる。
【００２６】
次に、図４及び図５は本発明における第２の実施の形態を示すものであって、この実施の
形態では、本体操作部のケーシング内に管路合流部材を設けて、第１の管路と第２の管路
とを合流させるようになし、かつ第１の管路側から第２の管路側に流体が流れないように
構成している。
【００２７】
図４において、４０は挿入部の先端にジェット噴射口として開口する第１の管路であり、
また４１はユニバーサルコードを経て流体供給装置に接続されている第２の管路である。
これら第１，第２の管路４０，４１は合流配管４２における第１，第２の接続部４２ａ，
４２ｂにそれぞれ接続されている。また、合流配管４２には第３の接続部４２ｃが設けら
れており、この第３の接続部４２ｃには本体操作部の基端側に設けた口金５０に接続され
た連通管路４３が接続されている。そして、合流配管４２は、本体操作部内に設けた支持
板４４に取り付けたホルダ部材４５に固定されている。
【００２８】
ここで、図５に示したように、口金５０は図２及び図３に示した口金１０と同様の構成と
なっており、口金１０における第１の接続部に相当する接続部５１を備えているが、側面
に設けた第２の接続部は設けられていない点で相違する。この口金５０の受け部５２には
ルアーテーパ部５３が形成されているので、直接或いは図２に示したと同様の流体注入ア
ダプタ２０を介してシリンジ等の流体供給手段を接続できるようになっている。
【００２９】
第２の管路４１は、合流配管４２における第２の接続部４２ｂに直接接続されるのではな
く、逆流防止部材４６を介して接続されるようになっている。逆流防止部材４６は、その
一端側が第２の管路４１に接続され、他端は合流配管２の第２の接続部４２ｂに螺合され
るパイプ状の部材である。そして、この逆流防止部材４６には、第２の管路４１側から合
流配管４２側には流体が流れるが、合流配管４２側から第２の管路４１側に流体を流入さ
せない逆流防止弁４７が装着されている。
【００３０】
以上のように構成することによっても、本体操作部に設けた口金５０に直接若しくはこの
口金５０に流体注入アダプタ２０が接続されている場合には、この流体注入アダプタ２０
にシリンジ等の流体供給手段を接続することによって、第１の管路４０を介してジェット
噴射口から例えば色素剤等の流体を必要な量だけ、所望の圧力をもって、体腔内に注入す
ることができるようになる。そして、この流体は逆流防止弁４７の作用で、第２の管路４
１側には流れることはない。また、口金５０の受け部５２に図３に示した栓部材３０また
は流体注入アダプタ２０が装着されている場合には蓋部材２５で閉鎖させておき、ユニバ
ーサルコードから延在させた流体供給装置を作動させれば、第２の管路４１からの流体が
逆流防止弁４７を開いて、合流配管４２から第１の管路４０に向けて供給され、ジェット
噴射口から体腔内に供給することができる。そして、口金５０を蓋部材で閉鎖しておくこ
とによって、この口金５０から流体が溢出することはない。
【００３１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、内視鏡の本体操作部に着脱可能に接続される流体
源からと、ユニバーサルコードに接続した流体源からと選択的に流体を供給できるように
なり、体腔内等への流体供給操作の操作性を良好とする等の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の管路構造を模式的に示した内視鏡装置の構成図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態における供給路選択手段に流体注入アダプタを装着し
た状態の断面図である。
【図３】図２の供給路選択手段に栓部材を装着した状態の断面図である。
【図４】本発明の第２の実施の形態における供給路選択手段としての合流配管への第１，
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第２の管路の接続状態を示す断面図である。
【図５】第２の実施の形態に使用される口金の断面図である。
【符号の説明】
１　挿入部　　　２　本体操作部
３　ユニバーサルコード　　　４，４０　第１の管路
４ａ　ジェット噴射口　　　５，４１　第２の管路
６　流体供給装置　　　７　供給路選択手段
１０，５０　口金　　　１３　第１の接続部
１４　第２の接続部　　　１５　受け部
２０　流体注入アダプタ　　　２１　先端側テーパ部
２２　接続部　　　２３　流体供給通路
３０　栓部材　　　３１　栓本体
３２　止着部
４２　合流配管　　　４２ａ　第１の接続部
４２ｂ　第２の接続部　　　４２ｃ　第３の接続部
４３　連通管路　　４６　逆流防止部材
４７　逆流防止弁

【図１】 【図２】
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